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　　三重病院ニュースレター

　今年の１月に三重県で大きな麻疹の集団発生
（アウトブレイク）があったのは記憶に新しいと思
いますが、このアウトブレイクでは県内で４９
人の患者さんがでました。多くの患者さんはこ
れまでに麻疹に罹ったことのないか、あるいは
ワクチンを一度も接種したことのない方たちで
した。麻疹に対する免疫が全くないひとが感染
すると、ウイルスは体内で大量に増殖して症状
は強くなり、1,00０人に１人くらいの割合で脳
炎を起こすことがあり、1,00０人に１～２人は
命を落とします。実際フィリピンでは今年に入っ
て現在までに8,40０人以上の患者さんが発生
し、13６人の死亡が確認されています。また、
1歳未満の乳児が麻疹に感染すると、10０万人
に５～1０人くらいで、麻疹ウイルスが脳に持
続感染をして、亜急性硬化性全脳炎（Subacute 
Screlosing Panencephalitis；SSPE） という
重篤な中枢神経合併症を起こすことがありま
す。これらの重症麻疹に対しての有効な治療方
法はありませんので、このようなことにならな
いようにするためには、麻疹ワクチンにて予防
する以外に方法はありません。世界中で麻疹ワ
クチンが推進されているのは、こういう理由の
ためです。
　　　　　　　　　●●●●●

　また、免疫がない患者さんからは、ウイルス
も大量に排出されるので、この人たちと濃厚に
接触すると、大量のウイルスをもらってしまう
ので、これまでにワクチンを接種したことがあ
るものの、１回しか接種していなかったり、
２回接種しても抗体（免疫力）が徐々に下
がってきた人たちにも感染すること
があります。このように麻疹の免
疫はあるものの、十分な抗体
のないかたが罹ると、熱が
高くならなかったり、

発疹があまりでなかったりと、症状が非定型で
なかなか診断にたどり着かないことがあり、こ
の間に他のヒトに感染させてしまうこともあり
ます。
　　　　　　　　　●●●●●

　麻疹の特徴の一つに、その感染力が非常に強
いと言うことがあります。直接的に患者さんに
接触する（接触感染）以外にも、話したり咳をし
たりして口や鼻から飛び出す細かい粒子（呼吸
器飛沫）が飛び出し１～２メートル離れた人に
感染させたり（飛沫感染）、麻疹患者さんと同じ
部屋にいれば、遠く離れていても感染すること
はありますし、また麻疹の患者さんがいた部屋
に、患者さんが出た２時間後に入って感染した
例（空気感染）もあります。
　　　　　　　　　●●●●●

　麻疹は、自分自身の症状もさることながら、
自分の周りにいる、自分の大切な人たちにも感
染させてしまうと言う非常に残念な特徴を持ち
ます。そしてその方がまだワクチンを接種して
いない乳児だったりすると、大変なことになっ
てしまう可能性もあるわけですから、麻疹を予
防することは自分を守るとともに、自分の周り
の親しい人や大切な人たちを守ることにも繋が
ります。
　　　　　　　　　●●●●●

　ワクチンをこれまで接種したことが無い人、
１回しか接種したことが無い人は、いろいろな
機会に際して確実にワクチンを２回接種しま
しょう。３月から４月は年度替わりでもあり、
新たな船出となることも多いので、良い機会か
もしれません。麻疹の予防接種でも、風疹の予
防接種でも、多くの場合には麻疹・風疹混合ワ
クチンが使用されますので、麻疹と風疹の免疫
が同時に付きます。
　　　　　　　　  （臨床研究部長　谷口  清州）
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